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の意義である」（DD 114, note 15）。こう述べるレヴィナスの哲学の意図はむ
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しろかなりシンプルでさえある。「超越」の意義の探究という意図のもと，こ
の「超越」という概念を軸とし，その周りに配置される「顔 visage」，「近し































































































































２６ 超 越 と 倫 理
「召喚された者の唯一性として……外から，自己に反して到来する」（AE




















代わる一者 l’un pour l’autre」と定式化され，この一者とは「受苦し，与える




































































81, PE 137 etc．）。































cf. IH 200, EN 105）として新たに位置づけられねばならない。生はそこで言
わば「新たな生」（PT 38）として生まれ変わるのである。それこそが単なる
動物とは異なる，人間の「人間性 l’humanité」であり，動物的ではない人間
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的生である。「生の，単なる生への動物的な努力──生の存在しようとするコ

















































となしにである」（AE 15～16, cf. HAH 15）。善による私の選びという，レヴ
ィナスがしばしば使用する表現によれば，私は善を選ぶ前に，善によって既に





る責任である（AE 12, QD 33, EN 132）。このような匿名の「呼びかけ」の
声の「常に既に」という事後性によって，従属する代替不可能な主体として，








を見つめる』」（EPP 96～97, AT 46 etc．）とレヴィナスが述べる時，ここに
あるのは，フーコーの言う規律社会における権力の特殊なテクノロジーの中に









































































































































































































tion」（AE 100, cf. 139, DMT 216）について述べる時のレヴィナスの哲学の
中に，このような生について語る別の仕方を見いだすことは可能である。贈与
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